奈良教育大学英語教育研究会2006年度第４回例会

　　　　　　　　　　　　　　第二言語としての日本語教育

―言語形式の焦点化(Focus on Form)指導の可能性―

　　　　　　　　　　　　　　奈良教育大学大学院　英語教育専修１回生　河原智子(山口)

発表の概要
　80年代、SLA研究においてKrashenのモニター理論への批判をきっかけに起こった「教室指導はSLAに違いをもたらすか」という研究課題は、教室習得は自然な習得順序を変えることはできないが、習得のスピードを速め、最終的に高い到達点へ導くという結論を得た。90年代以降、研究の焦点は「どんなタイプの指導がSLAにより効果的か」という研究課題に移り、SLAにおける教室指導のタイプの差異化をはかって研究される中で提唱されたのが、Focus on Form(FonF)、及びその比較対象としてのFocus on Forms(FonFS)、 Focus on Meaning(FonM)という概念である。FonFとは指導の主要な焦点が意味伝達にある中で、必要に応じ適宜、言語コード的特徴へ学習者の注意を向けさせる教育的介入のことで、従来のオーディオリンガルや文法訳読法など構造シラバスによる個別項目文法が究極の目的であるFonFSや、ナチュラル・アプローチやイマージョンのように意味中心で言語的特徴へ学習者の注意を向けさせる要素が欠如した指導法を指すFonMと区別される。FonF路線の研究はインプットからアウトプットに至る言語習得過程の認知のメカニズムを解明することを第一の目的とし、その認知過程のどこに教師や教材が介入すべきかを探る。指導の目的は伝達能力の養成であるが、 FonFSやFonMのように正確さと流暢さのどちらかを犠牲にするのではなく両方を同時に伸ばすことを目指し、意味への焦点を維持しながらある言語形式が際立つように何らかのテクニックを取り込み、そこに学習者の注意を向けることがSLAに最も効果的であるとされる。

日本語教育の現状は、学習者が文法項目を個別に学び、言語使用の際にはそれらを統合した運用が求められる統合的シラバスの教科書に基づくFonFSで、その範囲内で文型を機能に結びつける試みがなされてきたが、より効率的な言語習得を模索する際にFonF研究から得られる示唆は多い。FonFの対象となる言語形式は指導の浸透性があるものにすべきで、従来の構造シラバスにある文型や文法すべてに必要なわけではない。指導過程全体をFonFにできなくても、特定の局面に取り入れることで、より効果的な指導が可能になるであろう。日本語学習者にとって習得が困難な言語形式や習得順序は明らかにされつつあり、今後は具体的にどのような指導がそれらの言語形式の習得を最も効率的に促進できるかを検証する必要がある。FonF路線の研究は、第二言語習得研究と第二言語教育研究の性格を併せ持った研究であり、学習者の認知心理面のプロセスを明らかにすることで、教授法に示唆を与えることが可能である。教育現場において学習者の言語形式と意味・機能のマッピングを促進するため、このような第二言語習得メカニズムに即した文法指導を実現することが今後の日本語教育の目指す方向と言える。

発表後の参加者の方々からのご意見

　修士論文に向けて、何を研究課題としてどういう実験を行うのか、具体的な構想の段階に進むようにご指導いただいた。今回の発表は「どのような文法指導が効果的か」という疑問から、先行研究の情報を整理したにすぎない。ここからは、先行研究から見出される今後の研究課題をより具体的に示し、必要な研究計画の作成に当たりたい。
